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「まよひ子のしるへ」石

安政４年（1857）２月、日本橋川
に架かる一石橋の南詰に、地元
の西河岸町の家主17名が幕府
に出願して建立。

「たつぬる方」に迷子の親族が、
「しらする方」に迷子を保護した
町が、迷子の名前・年齢・面体・
格好などを記した紙を貼り付け
て、情報を交換できるようにした。

安政７年（万延元年：1860）には、
浅草観音境内にも同様の標石
が建てられた。



江戸の町（江戸切絵図）
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町屋敷の内部（表店と裏店）



町屋敷の中の人々

• 地主：町屋敷の所有者。敷地内の土地や家屋を貸し、地代や家賃
（店賃）を収入とする。公課（水銀・町入用など）の負担責任を持つ。都
市江戸の地主には、その土地に居住しない不在地主も多かった。

• 家持：地主のうち、所有する町屋敷の中に居住する者をいう。
• 家主（家守）：町屋敷の管理人で、一般に「大家」とよばれた。地主に

雇われ、町屋敷内の治安維持にあたり、共同利用の施設を管理し、
地代・家賃（店賃）を住人から徴収する。雪隠に溜まった糞尿を農家
へ売却し、副収入として下掃除代を得る者も多かった。また、不在地
主が多かった江戸では、町政への参加資格を有し、管理する町屋敷
は「源兵衛店」などと、家主の名前を冠して「～店」とよばれた。

• 地借（人）：町屋敷の土地だけを借り、家作は自分で行った者をいう。
地代を支払う。

• 店借（人）：町屋敷内に建てられた建物の居住者。家賃（店賃）を支払
う。



「記事条例」

町奉行所の当番方が、「言上帳」「諸事留帳」などによって編纂した類例
集で、収録記事の年代は、「正編」が宝暦（1751～1764）より寛政（1789
～1801）まで、「追加」が寛政より文化（1804-1818）にいたる。「目録」（第
１冊）末尾の「取計手続書」には南北両町奉行所の双方の掛りが評議の
うえ作成した旨の記述があり、享和元年（1801）酉3月付、中村八郎左衛
門、由比弥八郎の名前が記されている。全80冊。（南和男）

古文書テキストに用いた箇所
• 資料１：（捨子訴之部）〔前書。捨子訴に関する町奉行所の基本原則〕

• 資料２：（捨子訴之部）「衣類幷金子・書付添捨子有之候訴 二ヶ条」

• 資料３：（捨子訴之部）「家主江も不申聞、武家方ゟ捨子貰受候旨訴
出ニ付、叱り置候事」

• 資料４：（迷子訴之部）「武家屋敷前ニ商ニ出居候処、迷子有之候間介
抱いたし右屋鋪江為知候処、不引取候間、連帰訴出候事」



町奉行と与力・同心

• 町奉行：江戸の市政（町
人地）を担当する幕府の
役職。通常２名が任命さ
れ、3000石クラスの禄高
を有する旗本が就任した。
奉行所は「御番所」ともよ
ばれ、常盤橋御門内の
北町奉行所と鍛冶橋御
門内の南町奉行所に各
１名が配され、月番で支
配を担当した。

• 町奉行所与力・同心：各奉行所に与力・同
心が配属され、民政事務や警察・司法業務
にあたった。



奉行所 氏 名 在任期間

北 能勢肥後守頼一 延享元年（1744）6月11日 - 宝暦3年（1753）3月28日

北 依田和泉守政次 宝暦3年（1753）4月7日 - 明和6年（1769）8月15日

南 土屋越前守正方 宝暦3年（1753）12月24日 - 明和5年（1768）5月19日

南 牧野大隅守成賢 明和5年（1768）5月26日 - 天明4年（1784）3月12日

北 曲淵甲斐守景漸 明和6年（1769）8月15日 - 天明7年（1787）6月1日

南 山村信濃守良旺 天明4年（1784）3月12日 - 寛政元年（1789）9月7日

北 石河土佐守政武 天明7年（1787）6月10日 - 9月19日

北 柳生主膳正久通 天明7年（1787）9月27日 - 天明8年（1788）9月10日

北 初鹿野河内守信興 天明8年（1788）9月10日 - 寛政3年（1791）12月20日

南 池田筑後守長恵 寛政元年（1789）9月7日 - 寛政7年（1795）6月28日

北 小田切土佐守直年 寛政4年（1792）1月18日 - 文化8年（1811）4月20日

南 坂部能登守広高 寛政7年（1795）6月28日 - 寛政8年（1796）9月28日

南 村上肥後守義礼 寛政8年（1796）9月28日 - 寛政10年（1798）10月22日

南 根岸肥前守鎮衛 寛政10年（1798）11月11日 - 文化12年（1815）11月9日

町奉行（宝暦～寛政期）



江戸の町役人

• 町年寄：町奉行の配下に属した町役人（町人身分）で、法令（町触）伝
達や町名主の任免などに関わった。樽屋・奈良屋（後に舘氏と改称）・
喜多村の３家が世襲した。

• 年番名主：江戸を地域ごとに23組に分け、各組の町名主から数名の
名主を選んで、１年交替で組内への町触の伝達などを担当した。町
奉行所に近い北の一番組、南の二番組・四番組の年番名主を「南北
小口年番」といった。

• 町名主：各町の支配を担当した
町役人（町人身分）。町触の伝
達、人別帳の管理、町屋敷の
売買の管理などを行った。

• 月行事は町名主の補佐役で、
家主から構成される五人組か
ら選ばれた者が交替で務めた。

今世江戸市井之図（守貞漫稿）



生類憐れみの令と捨子
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５代将軍徳川綱吉によ
る「生類憐れみの令」

貞享２～４年頃
（1685～87）

「生類憐れみの令」は
綱吉死去に伴い廃止

宝永６年（1709）

捨子の取扱いに関する
考え方はその後も継承



捨子養育時の原則とその変化

1. 捨子の養育中に病気・死亡などの異変があったとき、養育している町や貰
人は、町奉行所にその旨を訴え出なければならない（＝異変訴）。

2. 訴えをうけた町奉行所では、居住地へ検使（配下の同心）を派遣して状況を
確認する。

享保19年（1734）９月
一度貰った捨子を再び他の者へ遣わすことは禁止する（ただし、やむを得ない事情があ
る場合に限り、捨子が「10歳まで」ならば、認めることもある）。
安永６年（1777）９月
異変訴が煩わしいとのことで捨子の貰人が減ってしまったため、異変訴をすべき捨子の
年齢を「10歳まで」と改める。
天明元年（1781）５月
捨子の貰人が「在方」の者の場合、貰人の居住地が日本橋より３里の場所までは訴えを
認める。
寛政３年（1791）12月
「町法改正」により異変があった捨子に対する検使の派遣を廃止する（捨子を拾った町の
名主が見分する方式へ変更）。
寛政６年（1794）９月
捨子の貰人を「其日帰之所」に居住する者まで認める（別件の「番所裏書」に関する安永
５年〈1776〉４月の規定を準用）。



「御門のかげ」

資料２の捨子をした父親の手紙に記された文言
「わたくしてゝおや大ひやうニてなんきつかまつり、御門のかけねかひ上
候」
• 通常ならば、「御門（みかど）」は天皇（あるいは朝廷）を意味する。
• 朝廷の権力が衰えていた江戸時代では、将軍（あるいは幕府）のことを意味するか？
• 気になるのは、捨子が発見されたのが浅草広小路で、茶屋町の月行事が訴え出てい

る点 → 雷門（浅草観音）を指している可能性もあり

茶
屋
町

雷
門

浅
草
観
音

歌川国綱「江戸名所之内 浅くさ観世音雷神門」



江戸の行政管轄と「支配違い」

大名邸

旗本等

町人地

寺社地

町人地＝町奉行支配
大名藩邸＝大目付支配
旗本屋敷＝目付支配
寺社・門前町＝寺社奉行支配
外縁部の幕領＝代官支配

江戸東京博物館『大江戸八百八町』展示図録より
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